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１．舞鶴市乳幼児教育ビジョン（乳幼児教育推進のための基本的な考え方）

乳幼児期の終わりまでに育ってほしい子どもの姿、乳幼児期に大切にしたいこと市全体で共有し、家庭、地域、

保育所・幼稚園・認定こども園、小中学校、行政等がそれぞれの役割を果たすため、①質の高い乳幼児教育の実践

②家庭・地域との連携 ③学校への育ちと学びの接続等について、基本認識を明確化したもの。

■ビジョンの策定経過

・平成28年3月策定

・平成31年3月改訂

・令和6年3月改訂（予定）

乳幼児教育にかかるこれまでの取り組み

＜乳幼児教育ビジョン改訂のポイント＞

①第１章 乳幼児教育ビジョン策定の背景と趣旨

現在の国等の動向、本市の現状を反映

②第２章 育てたい子ども像と基本理念

これまでの子ども像、基本理念を継承

③第３章 本市の目指す乳幼児教育の基本方針

ワーキンググループを設置し、議論を重ねて改訂
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２．舞鶴市乳幼児教育センター

乳幼児教育施策の推進のために、専門部署を設置。

①平成31年４月、市立舞鶴こども園内に開設

②府内の市町村では、舞鶴市のみ

【乳幼児教育センターの役割】

「舞鶴市乳幼児教育ビジョン」の実現に向けて

①乳幼児教育

②発達支援
に関する事業を実施。
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３．乳幼児教育推進の成果
乳幼児教育センターが市内就学前施設の保育研修や園内研修をコーディネート、

サポート実施することにより、舞鶴市全体で乳幼児教育の質を向上させることが
可能となった。

【令和４年度取組実績】

①保育研修（認定こども園、幼稚園、保育園：計37回）

②園内研修（認定こども園、幼稚園、保育園：計30回）

③保幼小連携研修（計５回）

④研修ニュースレター（通年）

⑤事業報告書の作成（年１回）

⑥事業報告会の開催（年１回）

①文部科学省「幼児教育の推進体制構築事業」受託
②日本保育学会、全国保育研究集会等での事例発表
③他市町、他府県からの先進地視察の受け入れ
④こども家庭庁が所管する専門委員会等への就任

・こども家庭審議会幼児期までのこどもの育ち部会
保育士資格等に関する専門委員会

・保育実践充実推進のための中央セミナー運営委員会など先進的な取組み

取組実績をとりまとめた報告書（上）
園内研修の様子（左）

子どもの主体性を育む保育へと変化

効果



舞鶴の未来を担うこどもをみんなでつながり育むことを目指す

新たな「乳幼児教育ビジョン」について理解を深める

「乳幼児教育フォーラム」を開催します
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日時 令和6年3月9日(土)、午後1時30分から午後4時45分

会場 舞鶴市商工観光センター5階 コンベンションホール

主催 舞鶴市、舞鶴市教育委員会
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【報告】
令和5年度舞鶴市乳幼児教育ビジョン推進事業について

設明者：（１）公開保育：シオン幼稚園 保育教諭

（２）保幼小連携：教育委員会 学校教育課 指導主事 青木 浩美

【基調講演】
みんなでつながり育む～これからの乳幼児教育～

講師：神戸大学大学院 教授 北野 幸子 氏

【説明】
新たな舞鶴市乳幼児教育ビジョンについて

説明者：舞鶴市乳幼児教育センター所長 飯田 美和

【シンポジウム】
テーマ 新たなビジョンの実現に向けて

～みんなでつながり育む舞鶴のこども～
登壇者：市長、教育長、教育委員、

ビジョンの改訂に携わった４人の皆さん
コーディネーター：北野 幸子氏

内容

5



１ 乳幼児教育フォーラムの開催について

先着350人募集人数
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舞鶴市ホームページの申し込みフォームに
必要事項を入力して申し込み

申込方法

【申込フォーム】
舞鶴市ＨＰへ

問い合わせ先

事業名 担当課 担当者 電話番号 メールアドレス

乳幼児教育フォーラムの
開催について

幼稚園・保育所課 森 66-1009 youho@city.maizuru.lg.jp

乳幼児教育センター 飯田 68-9510 nyuyoji@city.maizuru.lg.jp

令和6年2月29日（木）
（定員に達した時点で受付終了）

申込締切


